
ウ，、

七
九

『
の
魯
肢
に
、
『
品
川
六
、
録
立
露
可
申
付
令
琵
城
見
流
一
っ
た
。
荷
村
文
敬
八
年
に
生
ま
れ
、
苫
を
氏
名
海
屋

一
い
て
居
た
が
、
務
は
彼
が
他
却
に
出
で
及
び
門
下
に
一

盛
せ
自
れ
た
。
赦
さ
る
よ
り
鐙
、
同
志
に
し
て
自

a
d

-
候
得
者
、
従
問
及
候
名
地
、
賀
能
越
之
金
目
之
地
形

一
に
祭
び
、
問
唱
を
以
て
娼
鳴
の
巾
に
問
え
た
。
一
蹴

一
教
授
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
毎
年
衣
食
の
賓
と
し
て
銀
一
を
命
ぜ
ら
れ
た
意
の
翠
に
認
で
与
清
掃
す
る
を
繁
と

一
与
云
、
要
害
山
務
相
胞
、
議
頬
島
々
之
惚
迄
も
、
難

一
を
荷
却
と
も
い
ふ
。

一
十
校
を
給
す
る
こ
と
に
し
た
o
然
る
に
文
久
二
年
に
一
し
、
=
一
十
一
年
七
月
裂
し
た
o
平
年
六
十
六
o

お
世
間
品
開
史
跡
的
迄
候
o』

と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
o

博

一

ウ
ヘ
ダ
コ
ウ
上
田
耕

泊
税
此
之
助
・作
之
ポ
。

句
古
っ
て
、
黒
羽
織
の
依
然
亦
用
ひ
ら
れ
た
の
で
、
耕
一

ウ
へ
ド
ケ
生
シ
ヤ
上
戸
気
多
誌

珠
洲
部
寺
町舵

へ
て
い
ふ
。
謙
信
の
七
尾
に
在
る
時
間
九
且
十
三
日

一
誌

は

書

、
後
に
初
。

言

葉

。

語

-
E
E一
も
旅
行
の
警
解
か
れ
、
今
石
励
・
4

同
等
に
客
遊
一
に
鎮
座
す
る
o
去
の
番
上
に
、
『
上
戸
寺
社
村
去

に
曾
し
た
か
ら
、
諸
将
を
集
め
て
置
酒
高
品
口
し
、
印

一
幻
腕M
と
蹴

L
、所
前
青
刷
出
遊
館
と
い
う
た
。
上
川
前
右

一
し
た
が
、
能
く
も
な
〈
一
見
治
元
年
四
月
十
一
日
七
十
一
大
明
榊
、
住
吉
一
{
呂
を
則
的
仕
府
市
川
田
候
o
音
よ
h

ち
『
新
潟
z

軍
壁
一
秋
気
清
、
敏
行
泊
脈
且
三
更
。
越

一
衛
門
貞
回
の
次
子
で
、天
明
七
年
所
以
て
生
ま
れ
た
。

一
七
訟
で
裂
し
た
。
一
訴
す
所
南
而
諭
・識
的
一
秘
策
・
論
前
一
近
所
に
北
尾
山
雨
拙
と
申
池
有
之
。
早
天
の
間
右
一
刑

山
併
得
能
州
景
。
巡
柑
出
家
郷
刷
出
=
遠
征
サ
』
と
吟
し
た

一
清
右
偽
刊
滞
の
老
庖
本
多
氏
に
仕
へ
、
品開
二
百
五
十

一
刻
術
・細川
急
問
答
・
防
炎
草
・老
子
掲
製
・
老
子
保

m
-一
体
そ
器
撤
し
、
此
他
に
て
雨
乞
そ
仕
来
申
候
O
』と
鬼

と
。
こ
の
詩
一
た
び
日
本
外
史
に
殺
せ
ら
れ
て
、
七

一
石
を
受
け
て
、
徒
士
郎
の
殴
に
日
た
o
抗
政
九
年
初

一
大
円
中
部
義
・
山
市
町
中
仰
談
・磁
潜
航

m則
・鈎
防
集
・
更
始
一
‘
ぇ
。
能
且
有
名
跡
志
に
は
、
『
半
削
の
宮
と
一
吉
町
内
。

陪
の
放
城
録
に
一
段
と
そ
の
か
口
を
高
か
ら
し
め
た
感

一
右
衛
門
波
し
、
長
子
入
百
聞
出
家
青
山
由
い
た
が
、
文
化

一
大
製
笥
秘
録

-m郊
雑
誌
・些
咽
草
・南
河
談
・
一
家
論
一
三
令
村
の
宗
枇
な
向
。
別
潜
は
則
耐
照
寺
‘
一
州
全
は
水

が
あ
る
o
併
し
こ
は
武
怒
附
問
暫
に
、
『
結
筒
=
軍
径
二
三
年
僚
友
と
宰
ひ
、
仕
宇
一
節
し
て
凶
宇
一去
っ
た
。
時
一
会
集
・桜
前
郎
副
集
・強
訴
郎
上
疏
・閉
山
郊
上
容
・銭
湯
一
島
氏
也
。
此
宮
を
半
到
の
宮
と
云
こ
と
は
、
昔
此
型

秋
口
刷
震
o
敏
行
治
問
且
一
一
一
一
見
。
越
山
併
得
能
州
m
目。

一
に
耕
十
九
様
で
あ
っ
た
が
、
是
よ
内
ほ
半
強
ふ
持
制

一
濁
尽
帥
・老
の
逝
腕
・問
絡
の
松
明
・
花
用
談
・
幻
腕
州
治
一
人
辛
創
を
拾
ひ
て
、
何
と
い
ふ
も
の
に
や
名
脅
し
ら

任
他
家
郷
念
品
遠
征
↓』

と
あ
句
、
治
山
紀
談
に
は
第

一
相
官
算
数
を
教
授
し
て
誌
を
得
た
。
六
年
江
戸
の
本
多

一
訓
二
百
泉
集
・
方
図
説
・
心
の
際
法
・
ひ
と
品
川
部
川
ふ
り
・篠
一
ず
、
幸
に
氏
宮
の
前
林
と
せ
し
に
、
こ
の
か
ら
ざ
付

一
句
を
鍔
滞
=
軍
管
-
と
し
、
第
二
句
を
夜
三
更
と
し

一
利
明
来
内
、
緋
の
才
や
一変
し
て
己
の
市
た
ら
し
め
ん

一
凶

悪

替

が

あ

る

。

一

さ

ま

許

¥

候

国

間

荷

な

し

て

、
後
に
は
人
を
取
町
、

て
ゐ
る
も
の
で
、
そ
れ
等
に
依
っ
て
銅
山
陽
の
斧
正

一
と
欲
し
た
が
、
耕
は
こ
れ
に
従
は
な
か
っ
た
。
こ
の

一

ウ
へ
ダ
シ
ョ
ウ
ェ
イ
上
国
松
英

金
械
の
例
入
。
一
行
義
克
一
腕
此
依
田
言
語
叫
あ
h
て
、
大
穴
狩
命
宝
剣

を
加

へ
た
も
の
で
あ
る
o
謙
信
の
作
詩
は
こ
の
外
一

一
年
耕
務
校
明
倫
設
の
生
徒
と
な
っ
た
が
、
そ
の
尽
風

一
読
年
の
養
嗣
子
で
、
も
と
羽
可
制
酬
の
人
o
名
は
永
俊
。
一
関
あ
h
て
、
今
一
宮
大
明
耐
と
云
也
O
』
と
あ
る。

も
之
を
見
ぬ
こ
と
も
悦
に
慌
し
い
が
、
亦
決
し
て
彼

一
設
用
に
徐
な
〈
、
日
っ
こ
れ
に
凶
っ
て
仕
途
守
得
る

一
後
古
寺
町
の
小
錨
菅
原
紳
祉
(
も
と
賀
来
寺
〉
の
祉
掌
一

ウ
へ
ド
ザ
ン
ガ
上
戸
=
一
箇

珠
洲
郡
北
方

・
寺

の
作
に
非
ず
と
い
ふ
こ
と
も
得
ぬ
。
但
し
九
且
十
一
一
一

一
見
込
が
な
か
っ
た
か
ら
‘
十
四
年
や
-U
て
逃
き
、
猫

一
と
な
白
、
十
椛
附
を
綴
府
し
、
明
治
日
八
年
十
二
且
一
枇
・
南
方
を
総
制
し
て
い
ふ
。
能
官
名
跡
志
に
、
『
上

夜
と
す
る
は
務
域
前
二
日
で
あ
る
か
ら
全
然
信
じ
得

一
政
調
行
研
製
し
て
迭
に
小
松
割
安
加
の
政
授
に
略
せ

一
十
六
日
六
J
t
四

F
V一以
て
裂
し
た

。

一

戸

一

一
一
ケ
と
て
北
方
村
・
寺
社
村
・南
方
村
也
O

飯
山
よ

ら
れ
ぬ
。

一
ら
れ
、
紛
ら
本
多
氏
の
間
制
限
と
な
っ
た
が
、
文
政
七

一

ウ
ヘ
-
タ
チ
バ
ナ
上
橘

江

抑
制
摘
の
内
の
小
手
。
一

-D
村
約
き
也
O

此
訟
を
大
出
と
い
う
て
、
照
多
〈
出

ハ七
U

戦
後
の
胞
設

l
謙
信
は
能
涯
を
得
て
か
ら
、
部

一
年
雷
同
子
町
を
酷
し
、
九
年
文
本
多
氏
の
仕
青
山
閉
め
て

一

ウ
へ
ダ
バ
ラ
イ
上
回
馬
来
沼
群
益
元
、
金
得
一
来
す
る
地
な
h
。
御
閉
山
間
な
ど
多
〈
あ
ふ
り
0
』
と
あ

将
を
し
て
諾
城
を
叡
せ
し
め
た
。
即
ち
七
回
地
城
に
は

一
市
紛
と
な
っ
た
。
緋
の
町
A

は

η問
そ
向
び
、
制町出削を

一
に
住
し
て
間
出
荷
栄
と
し
て
ゐ
た
。
俳
結
や
一川
附
吏
に
m
単
一
る
。

鯵
坂
長
況
を
主
将
と
し、

直
江
大
和
・
松
川
兵
部
・せ

一
宗
と
す
る
に
あ
っ
て
、
そ
の
諸
生
を
敬
ふ
る
や
概
わ

一
ん
で
、
所
臨
む
花
初
め
間
一や
と
い
ひ
、
次
い
で
梯
丸
舎
・
一

ん
こ
鷲
岐
・創
見
典
十
郎
・鈴
木
困
幡
・上
保
↓織
部
品

一
部
加
を
斥
け
、
主
と
し
て
昨
都
脅
僻
論
す
あ
軒
以
と

一
柳
陥
に
改
め
た
が
、
皆
初
"
で
あ
る
。
覧
政
四
年
七
一

山
静
肢
が
あ
白
、
石
動
山
に
は
初
か
ら
古
海
三
介
秀

一
し
、
日
つ
腿
古
山
見
そ
録
し
て
務
に
上
内
、
父
之
全
知

一
且
イ
二
日
荒
十
四
歳
で
波
し
、
大
策
寺
に
葬
ら
れ
一

次
が
あ
h
、
穴
水
に
は
長
部
筑
前
・白
小
凶

ウ
へ
ド
ノ
サ
ネ
ヨ
リ

リ
認
制
。

ウ
へ
ド
ヤ
ナ
イ
ダ
シ
ヤ
上
戸
柳
田
社

珠
洲
郡

南
方
に
銀
座
し
、
今
は
柳
印
刷
枇
と
い
ふ
。
点
目
午
の

欝
上
に
.『
上
戸
南
方
村
柳
間
明
榊
、
高
津
夫
兇
尽
削
帆

命
に
削
御
廃
候
。
先
年
糾
札
等
失
却
仕
、
来
M

航
知
不

申
候
。
』
と
記
す
る
。

ウ
ヘ
ノ
上
野
割
引
咋
郷
町
則
松
肢
に
関
す
る
部
監
問
。

拡
滋
に
弘
法
水
が
あ
ι

旬
、
志
賀
附
布
は
之
に
よ
っ
て

際
自
せ
ら
れ
る
。

ウ
へ
ノ
上
野

鹿
島
梢
能
管
部
下
の
百
姓
で
、

上
戸
の
民
頼

』
サ
ネ
ヨ


